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第 7 回 ◎まとめの演奏
第 8 回 ◎まとめの演奏
第 9 回
第 10 回
第 11 回 ◎まとめの演奏　




八丈太鼓 第 13 回
第 14 回
第 15 回 授業内発表会
楽譜の出典：（*1）『高校生の音楽１』（平成 22 年発行）教育芸術社、pp.76-77. （*2）『小学生の音楽４』（平成 23 年発行）教育芸術社、
pp.42-43. わらべうたの出典は、①町田嘉章・浅野健二編（1962/1989）　『わらべうた日本の伝承童謡』（岩波文庫）pp.130-131. ②古澤啓
子（1999）『わらべうた 子守歌 仕事唄による女声合唱曲集』p.27. ③本間雅夫（1990）『二声の曲集』全音楽譜出版社、p.53. ④同前 pp.10-
11. ⑤本澤陽一『わらべうたによる合唱曲集２』pp.10-11. ⑥同前 pp.16-17.
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単位で工夫するなど毎回違う「味付け」をしたり、
暗譜を促すようにした。各曲を複数回、繰り返し練
習して螺旋的に仕上がるようにした結果、1曲を長
い期間楽しむことができ、１時間内のメリハリも生
まれた。
　教室の空間はかなり重要な要素である。アンサン
ブルには受講者が互いにアイコンタクトがとれる配
置（自分が常に最前列）がよい。受講者数はオープ
ンスペースに学生が横長の楕円の半円形に一列に並
ぶことができる適正な人数であった。教室がオープ
ンスペースなので、配置を適宜変えて、ステージと
客席を作ったり、動くスペースをとったり、グルー
プ活動のためのスペースに分けたり、講義室のよう
に並んでDVDを視聴したり、と自由に空間を変える
ことができた。
４．授業実践の結果と考察
　最終授業時に、まとめの演奏発表を行ったあと、
授業全体を振り返るアンケートを実施した。アン
ケートの結果をもとに、本授業の考察を行う。授業
の到達目標の達成度を５つの観点から検討してみた。
①アンサンブルの楽しさや協同で行う喜びを味わえ
たか
②音楽の技能や技術が向上したと思うか
③それぞれの音楽活動はどのくらい好きになったか
④この授業でどんな能力が身についた、高められた
と思うか
⑤わらべうたが好きになったか（楽曲別に）
　①～③の結果を図１に、④の結果を図２に、⑤の
結果を図３に表した。
　図１は、この授業で、音楽の楽しさと喜び、音楽
の技能向上、音楽が好きになったか、を表している。
「楽しさや喜び」は「すごくそう」と「まあそう」
を合わせて93％（27人中25人）、「音楽の技能向上」
は82％（27人中22人）であった。「音楽の技能向上」
とともに「楽しさや喜び」を得ていることが重要で
ある。音楽表現の質が高まってこそ、「楽しさや喜び」
が得られるからである。「あまり楽しくなかった学
生（１名）は「あまり音楽の技能が向上しなかった」
と感じている学生である（この学生は音楽が授業前
も後も好きで、「発表を通して、人の演奏を美しいと
感じることができる心を子どもたちに育てたい」と
書いた）。
　本科目は選択科目なので受講学生はもともと音楽
が好きである（66％、27人中20人）。そして、15回
の授業終了後、音楽が好きな学生は88％を占めた（27
人中24人）。以上のことから、「アンサンブル」の授
業で「音楽が楽しい、できる、好き」という学生を
育てるという到達目標はほぼ達成されたと言えよう。
　図２は、この授業でどのような能力が身に付ける
ことができたか、を表している。
　この授業で身についた能力の第１位が「合わせる
力」で、本科目のねらいどおりとなった。次に「リ
ズム感」「歌唱力」が続き、次に、「楽器の演奏技能」
「コミュニケーション力」「音楽的感性」「聴く力」
が続いた。限られた授業期間と回数の中で多くの学
生がいろいろな能力を身につけることができた。
　図３は、この授業でどのようなジャンルの音楽活
動が好きになったか、を表している。
　どの音楽活動も高率（85％～ 100％）で好きになっ
た（「すごくそう」「まあそう」の回答合計）ことが
わかった。トーンチャイムで演奏した「茶色の小瓶」
	 図１　喜びや技能が高まり
	 音楽がより好きになったか 図２　授業で身についた能力
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実践記録
は100％であった。
　学生は毎年変わらず、この楽器に対するあこがれ
と期待を示す。そのため、演奏の出来栄えが良くな
ければ楽しさは半減する。今年は全員が好きになっ
たというのは喜ばしい。昨年はポップスを取り上げ、
満足のいく演奏結果が得られなかった。旋律のリズ
ムを正しく演奏することができず、伴奏も難し過ぎ
た。そこで今年は学生が経験している小学校の合奏
教材「茶色の小びん」を取り上げた。旋律は明るく
軽快で、形式がシンプルで（繰り返される二つの対
照的な楽節から成る）、伴奏も親しみやすい（基本
的な和音進行に借用和音、覚えやすいベースライン、
その繰り返し）。小学校４年生の教科書にある合奏
の編曲譜をそのまま取り上げた。
　トーンチャイムは分担奏なので自分の担当する１
～２音（演奏人数と音域等によって３音以上も）だ
けに注意が集中しがちである。そして旋律の流れを
考えずに自分の音だけを鳴らしがちである。自分が
担当する音を出すだけでは、音楽的な演奏にならな
い。間違えずに鳴らせるだけでは音楽的な満足感に
はならない。曲全体の構造（旋律と伴奏、曲の構成、
曲想など）を理解し、自分の担当する音の役割を知
ることが必要である。そうすれば、全体の音響を聴
きながら演奏を楽しもうとする姿勢が生まれる。
　そのためにもいきなり楽器を持って鳴らすべきで
はない。譜読みを楽器で行ってはならない。間違っ
た音、拍からずれた音、それぞれが試行錯誤して鳴
らす音で、教室は騒音の渦になり、モチベーション
が下がってしまうためである。このような練習は非
音楽的、非効率なので行わず、楽器を持つ前に、声
で合わせるのである。旋律（上声）、伴奏の和音のベー
ス（下声）、ベース以外の和音（中声、２声に分かれ
る）の３パートから成る合奏曲をアカペラ合唱（楽
器伴奏のない無伴奏の合唱）として歌うのである。
配布楽譜には階名（英小文字によるレターサイン）
を付しておいた。学生はわらべうた（表１の①、④
の楽曲）で階名の利点を経験しているので階名です
ぐ歌えた。全員を３グループに分け、各パートを持
ち回りで歌う。ソルミゼーションを行い、３声部が
互いに聴き合って歌うことで、曲全体の構造が理解
でき、暗譜もしやすくなった。合唱として歌うこと
で全体の実際の響きをあらかじめ聴き知っておくこ
とが重要なのである。楽器の特性上、ちょっとした
タイミングのずれによって演奏の美しさが損なわれ
てしまう。学生には、明確な音の立ち上がり、持続
音の適切な処理を行って、和音が揃い、かつ濁らな
いこと（縦を合わせる）こと、まるでソロで歌うよ
うに旋律がなめらかに奏でられること（横を合わせ
る）を要求した。このようにして比較的短期間で演
奏の質を上げることができた。
　今年初めて本格的に取り組んだわらべうたが好評
であった。受講者の89％（27人中24人）が好きになっ
たと回答した（図３）。歌った曲がどのくらい好き
になったのかを表したのが図４である。どれも高い
割合で好まれ、全く好きでない曲はなかった。
　「すごく好きになった」第１位のわらべうたは「い
もにんじん」である（93％）。「いもにんじん」の歌
詞は数え歌としてのおもしろさと、まりつき歌とし
て歌詞が累加していく面白さを兼ね備え、形式美を
直感できる構造になっている。
　「くもはあっぱい」は夕焼けの美しさをうたった
高知県のわらべうたである。歌詞は方言が多く含ま
図３　どのくらい好きになったか
（ジャンルと曲名）
図４　どのくらい好きになったか
（わらべうた）
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れ、言葉も旋律も独特の美しさがあるのだが、音域
が広く、まったくなじみのない歌である。この歌を
85％の学生が好きになった。学生に、わらべうたの
「音楽としての美しさ」について問うたところ、「こ
の美しさは子どもにとってうけいれやすいものと思
えた」「音やリズムに言葉をきれいに乗せているの
が美しいと思う」「景色や情景を歌った歌が多く素
敵」と感じていることがわかった。わらべうたは言
葉と音楽が自然に結びつき、シンプルなリズムと音
組織、形式美が特徴である。わらべうたの音楽構造
が学生の音楽的感性に響いたのであった。
　八丈太鼓は、太鼓の奏法を含んだ「口唱歌（くち
しょうが）」（ドンドンドドーン、ドンドンカカカ、
等のリズム言葉）を覚え、太鼓を交代で打つ。一定
のリズム（ドンドラ）を刻む締太鼓が大太鼓を支え
る。掛け声で「ソーレッ」と仲間を囃す。音楽の身
体性が実感できる活動である。音楽の協同性を直接、
身体で味わうことができる題材である。
　「クラッピング・カルテット」は高校１年の音楽
教科書に掲載されている手拍子（クラッピング）だ
けでできた４パートのリズム・アンサンブルである
（長谷部匡彦作曲）。楽譜には36小節にわたりリズム
符だけが並んでいる。２小節８拍単位（４分の４拍
子）のリズムユニットの反復が16回のあと４小節の
終結部がある、という構成である。１曲の全演奏拍
数を数えると272拍である。272拍を全員で等拍を保
ち、楽譜を見失うことなく進み、リズム符を瞬時に
読んで手拍子を打ち、落ちこぼれることなく曲の最
後まで行きつくこと自体が挑戦である。一方、歌わ
ず、手拍子だけという「近づきやすさ」から、最初
に取り組みやすい題材でもある。この曲を演奏する
に際して、紙に書かれた符号が音・音楽になるプロ
セスを楽しむようにした。例えば、４つのリズムユ
ニットを覚え、その中から一つを選び、全員が拍を
保って、自分のリズムを手拍子をしながら空間を歩
き回り、同じリズムを打つ人同士が集まっていくと
いう即興的なゲームを行った。多感覚を同時に働か
せる緊張感、仲間を見つけられた安ど感と自信、人
が移動して４パートに分かれていく視覚的な面白さ、
拍を共有しようとする協同の意志の表れ、手拍子だ
け鳴り続ける音響現象、と不思議な時空間が生まれ
た。それは読譜の先にある、全員参加者の音響創造
であった。
　読譜は手段であって目的ではない。そのことを、
参加者が生み出す音響によって実感することができ
るように努めた。音符は符号であって音ではない。
符号から生きた音楽表現を創出するプロセスに意味
がある。音楽を鳴り響かせ、それを聴き、味わうこ
とが大切である。その結果、音楽が好きになり、音
楽を通して人間的結びつきが強まるように導く。こ
れが教師の仕事であると考える。
５．おわりに
　「アンサンブル」授業は今年も、学生の状況を見
ながら、学生とともに毎回作り上げていくものと
なった。学生も授業者自身も「音楽の協同性の喜び」
を味わうことができた。この授業を通して学生は、
子どもと音楽的なコミュニケーションを可能にする
基礎体験を得ることができたのではないかと思う。
学生たちには、保育者や教師として子どもたちの
日々の生活に「音楽の協同性の喜び」をもたらす存
在になってほしいと願っている。
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